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『小平市民財政白書　第２弾
私たち市民がお財布の中身を調べてみました』
こだいら市民財政白書をつくる会（こだいら市民提言
の会　分科会）編・著

◆連続講座　組織運営の肝をつかむ
　　　　　　1回～ 3回は終了しました。
4.「中長期計画を立て、次の担い手を育てる」　　
　　11 月 5日（土）午後 1時 30分から 4時 15分　
　　講師：川北秀人さん（IIHOE [ 人と組織と地球の　
　　　　　　　　　　　　　　ための国際研究所 ] 代表者）

◎対象は市民活動団体の方です。団体から複数で
参加すると効果的な講座です。事前に課題が出ま
す。（課題提出期限は 10/25）
【場　所】小平元気村おがわ東第二会議室
【定　員】40人（先着順　申込み締切は 10/11）
　
◆市民活動交流サロン
あなたにも　介護は突然やってくる
　　仕事も市民活動もつづけるために・・・
　　12 月 10 日（土）午前 10時から 12時　　
【場　所】小平元気村おがわ東第二会議室（予定）
【定　員】30人（先着順　申込みは 11/5 から）
上記 2件ともに　
【費　用】無料
【保　育】6人（1歳から就学前　要申込み）　
【申込み先】電話　042-348-2104
　　　　　　　Fax　   042-348-2115
　　　メール　info@kodaira-shiminkatsudo-ctr.jp

　小学校低学年社会科の授業では、まち探検をして、
自分達が住む町の特徴や良さについて学ぶ。知って
いるようで知らないことが多く、子ども達は目を輝
かせるという。
　大人はどうだろう。私はまち探検する気分で、本
書ページを繰った。「そうか、そうだったんだ」と気
づくことしきり。
　市の財政をお財布に見立て、お金がどこから入っ
てきて、どのように使われているのか、丁寧に説明
されている。身近なお財布として考えると、「それ
ちょっとおかしくない？」「やばいでしょ～」など感
じることが多い。財務諸表だけ見ても、きっとそう
は感じない。加工してあるから、ぐっと身近に、自
分の財布のこととして感じられる。
　そしてその加工をしたのが、一般市民だというか
ら驚きだ。頭が下がる。大小様々な問題や話題につ
いて自由に語られるコラムがやけに面白いのも、市
民目線だからだろう。
　さて、前述授業の目標は「地域の特徴に気づき、
町の良さを考える」こと。とすると、本書はさしず
め市民の社会科教科書か。大切なのは、教科書を読
むことでなく、そこから考えることだ。（Ｆ）

「あすぴあ通信」 の
バックナンバーをご希望の方は、
あすぴあまでご連絡下さい。

ホームページでも読むことができます。

最新号は市内西武線各駅の
市報ボックスにも置いてあります。

展示希望の団体はあすぴあまで
お知らせください。

あすぴあの書架から

あすぴあ主催イベントの予告

あすぴあ新着図書

登録団体の展示をしています。
展示期間は約 1 か月です。

１０月２３日 （日） は、

ＮＰＯフェスタ   ＋   元気村ひろば

元気村まつり

10 月中旬まで 「コーダー道場こだいら」
11 月から　　　　「ここぷらっと」

『八王子のサービス付き高齢者向け住宅と高齢者の住ま
いー市民の視点で調べました』
介護の社会化を進める一万人市民委員会 in 八王子・発行
『ＮＰＯで働く　「社会の課題」を解決する仕事』
工藤　啓・著（認定ＮＰＯ法人育て上げネット理事長）
東洋経済新報社
『認知症カフェハンドブック』
武地　一・編著・監訳　
京都認知症カフェ連絡会、ＮＰＯ法人オレンジコモンズ・協力
クリエイツかもがわ

◎あすぴあ図書は借りられます。住所・氏名のわかるものを
ご持参ください。貸し出し期間は２週間です。


